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自動車機器事業

住環境事業

CO2機器事業

売却流通システム事業

2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

リーマンショック

急激な円高

急激な円高

タイ水害
東日本大震災2,638

2,166
1,974

2,165 2,143
2,418

2,748

3,070
2,942

2,820 2,876
2,739

2,048

1,276

ADR申請

抜本的構造改革
コスト△300億円

-62

-308

営業
利益

当期
純利益

売上高

[億円]

[年度]

▸希望退職

-9

-225

▸競争法による課徴金
▸希望退職 ▸中東引当 ▸希望退職

-231

-34

市場環境の激変

未曽有の危機
コロナウイルス

事業ポートフォリオ
の転換

インテグラル社 500億円

統合熱マネジメントへ

撤退

抜本的構造改革
コスト△100億円

抜本的構造改革

107

50 5245
55

61

7 12 11

49
58

94

56 55

70

16

55
42

9 23

1. 直近の経営状況について
①これまでの経緯
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～ 自動車機器事業へ経営資源を集中 ～
事業ポートフォリオ見直しによる、事業構造転換

1. 直近の経営状況について
②再生に向けての決断
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電気自動車（EV）・新エネ車

急激に拡大

1. 直近の経営状況について
③自動車業界100年に1度の大変革
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1. 直近の経営状況について
④熱マネジメントシステムでの成長

統合熱マネジメントシステムで成長

脱炭素社会の実現へ貢献



8/39

© 2021 Sanden Holdings Corporation

94

96 96

91

77

2016 2017 2018 2019 2020 [年]
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台
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▸未曽有の危機

▸市場環境の大きな変化

事業再生
ADR申請

▸自動車産業のサプライチェーン

1. 直近の経営状況について
⑤市場環境の急激な変化
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6/30

事業再生
ADR申請

７/14

第1回
債権者会議

11/6

第2回
債権者会議

12/11

第2回
続会

3/12

第2回
再続会

3/22

第2回
再々続会

3/1

第三者割当

スポンサー
決定第3回

債権者会議

4/27

第3回
続会

5/7

第3回
再続会

2020年 2021年

事業再生計画 債権者審査

5/27

臨時
株主総会

デューデリジェンス実施 ・ スポンサー選定 事業再生計画 立案

closing

再生計画 提出

ADR成立増資 決議

Due diligence

1. 直近の経営状況について
⑥事業再生ADR申請からの状況
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《目次》
２．事業再生計画

①事業再構築の為の施策
②スポンサー選定について
③資本増強策
④新経営体制について
⑤経営計画数値について
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2. 事業再生計画
①事業再構築のための施策

5つの改革プラン

生産体制の抜本的見直し

基盤収益力の向上

積極的な「協創」による成長

キャッシュフロー創出施策の強化

実行のための仕組み改革

１

2

3

4

5
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電動車両規模拡大

ガソリン車
ディーゼル車
規模縮小

・電気自動車
・燃料電池自動車
・プラグインハイブリッド車
・ハイブリッド車など

市場環境や顧客ﾆｰｽﾞを踏まえ、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ規模で生産体制を再編

▸統合熱マネジメントの発展

＜日本＞
▸電動車向け
生産体制の強化

＜欧州＞
▸内燃機関向け製品の生産体制見直し

＜米州＞
▸工場規模の最適化
▸採算性の改善

＜中国＞
▸電動車両への対応
▸熱マネ製品拡大

2. 事業再生計画
①事業再構築のための施策 「生産体制の抜本的見直し」

＜アジア＞
▸成熟製品の生産集約
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電動コンプレッサー自働化ライン

自動化率：75% 投入人員：従来比1/3

2020年10月より量産開始
年間生産台数 75万台

・センシング技術、画像解析等による
検査自働化
・標準化設計、ロボット活用による
人作業自働化

マザー工場における継続的なイノベーション 八斗島コンプレッサー工場

2. 事業再生計画
①事業再構築のための施策 「基盤収益力の向上」
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ECH 水加熱ヒーター生産ライン

マザー工場における継続的なイノベーション 八斗島エアコン工場

・超小型化の実現
・適用範囲の拡大
電動化空調
バッテリー温調
熱マネジメント

一貫加工、ヒーター内製化、半田付け自動化
（コンプレッサー自動化技術の応用）

製造リードタイム 30%短縮

2021年11月より量産開始
年間生産台数 23万台（FY24）

2. 事業再生計画
①事業再構築のための施策 「基盤収益力の向上」
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ろう付け炉新工法・IoT&AI管理システム導入

マザー工場における継続的なイノベーション 八斗島エアコン工場

生産性1.5倍、不良80%減、無人化

・世界初 可視化センシング
・個別製品温度制御システム
・作業者無人化(搬送自動化)

エネルギー30%減、副資材の削減

2021年 日本実用化
「世界初」の技術開発・海外へ

2019年度 サポーティング インダストリー事業

2. 事業再生計画
①事業再構築のための施策 「基盤収益力の向上」
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「統合熱マネジメントシステム」：ITMS領域

廃熱回収

電動コンプレッサー

水加熱ヒーター
（ECH）熱交換器

HVAC

■既存製品の
競争力向上

■業界最高水準
の効率化

■競争力・
差別化

■次世代
ﾃﾞﾊﾞｲｽ開発

■CASE・
Maas対応

■次世代
システム開発■新コンセプトカー

空調への参入

デバイス

コア
技術

HPシステム

2. 事業再生計画
①事業再構築のための施策 「積極的な協創による成長」
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EV「統合熱マネジメントシステム」領域に注力

統合熱マネジメントシステム開発プロジェクト

Thermal Management System Development Project

●モーター、インバーターの排熱回収によるエネルギー有効活用
●最適な冷却/加温によるバッテリー性能の向上
●高効率ヒートポンプと小型軽量水加熱ヒーター
●空調その他冷熱機器全体の最適な熱制御と快適性の提供

業界最高水準の効率化を実現

主な
技術

・航続距離+30% ・電費に大きく貢献 ・業界トップの性能

2. 事業再生計画
①事業再構築のための施策 「積極的な協創による成長」
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【今後の取り組み】 高電圧化による急速充電など

電動コンプレッサー
さまざまなタイプの電動車に対応する電動コンプレッサーのバリエーションを拡充

第2世代 第3世代 第4世代

・汎用モデル
・トラック24V電源車
・マイルドハイブリッド48V電源車

・小型軽量
・高静粛モデル
・ハイブリッド、電気自動車など

・大容量、高効率
・高耐久モデル
・統合熱マネジメントシステムへ対応

2. 事業再生計画
①事業再構築のための施策 「積極的な協創による成長」（電動コンプ開発強化）
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コロナウイルスの不活性化 99.9％
高い酸化力・除菌力

高い安全性・感染症予防

オゾンUFB（ウルトラファインバブル）水 供給装置

2. 事業再生計画
①事業再構築のための施策 「積極的な協創による成長」

衛生関連機器の開発

コロナ禍による社会の不安
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海信集団控股股分有限公司
Hisense Group Holdings Co., Ltd.

中国 青島本社

2. 事業再生計画
②スポンサー選定について
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2. 事業再生計画
②スポンサー選定について

■創立 1969年
■資本金約600億円
■従業員 ８万人
■売上高 約２兆円

▸グローバル拠点

▸事業内容
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第三者割当による
新株式の発行
ハイセンスグループより、
214億円の出資

構造改革
141億円

成長投資
67億円

払込期間 2021年５月10日から2021年12月31日

種類・株式数 普通株式 83,627,000株

発行価額 1株につき256円

発行価額の総額 21,408,512,000円

割当予定先 海信日本オートモーティブエアコンシステムズ合同会社

2. 事業再生計画
③資本増強 第三者割当増資の概要
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お取引先金融機関様より、
債務残高（注）の64%に
当たる630億円の債務免除
を受けます。

債務残高
64％免除

免除額
630億円

※但し、臨時株主総会にて各議案が承認可決され、第三者割当増資の払込みが完了するまで
債務免除の効力は発生しません。

（注）2020年6月末時点での対象債権者であるお取引金融機関様に対する債務免除（連結）

2. 事業再生計画
③資本増強 金融支援の概要
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サンデン
ホールディングス
株式会社

海信日本
オートモーティブ
エアコンシステムズ

合同会社

お取引金融機関

第三者割当による
新株式の発行

約214億円の
払込

630億円の
債務免除

金融支援を依頼

これら資本の増強と金融支援により、財務基盤を大幅に強化

2. 事業再生計画
③資本増強 財務基盤の強化
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■新経営体制

・Hisenseグループが派遣する 取締役 4名
・新たに選任する 社外取締役 2名
・当社役職員 取締役 1名

具体的な取締役候補の選任につきましては、第三者割当増資の完了後に、
今後の株主総会にて決定されます。

2. 事業再生計画
④新経営体制について
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2. 事業再生計画
⑤経営計画数値について

2022年
３月期

2023年
３月期

2024年
３月期

2025年
３月期

2026年
３月期

売上高 1,437 1,471 1,590 1,654 1,705

営業利益(△は損失) △29 5 51 84 102

経常利益(△は損失) △24 21 68 101 119

被支配株主持分修正前の
当期純利益

602 17 61 90 105

（１）連結損益計算書（単位：億円）

2022年
３月期

2023年
３月期

2024年
３月期

2025年
３月期

2026年
３月期

総資産合計 1,210 1,226 1,246 1,289 1,322

負債合計 1,072 1,071 1,029 983 910

純資産合計 138 155 216 306 411

（２）連結貸借対照表（単位：億円）
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《目次》
３．2021年3月期 決算

①決算のポイント
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④営業利益増減分析（前年差異）
⑤連結貸借対照表（前年差異）
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昨年度の構造改革効果や当年度の固定費改善等により、収益体質の改善は進んでいるが、
上期の新型コロナ影響及び下期には部品不足による空輸増および物流費の高騰等が進み、
営業利益は赤字になった。

2

3
急激な市場環境変化を踏まえた事業再生計画等をベースにした資産・負債の価値評価を見
直した結果、減損や評価減等の処理を実施した事により、営業利益、当期利益とも大幅な
赤字となりました。

上期に新型コロナウイルス感染症影響で自動車業界全体の需要が大きく落ち込んだものの下期
想定以上の回復を見せた。一方で、その回復についていけず半導体等の一部部品の供給不足が
発生したことで回復スピードが鈍化することになった。結果として、下期は前年並、通期では大幅減
収となった。

1

４
また、これらの影響により、2021年３月末は、債務超過の状態になっております。
一方、ハイセンス社からの出資214億円及び、金融機関からのご支援による債務免除630億円
の実行により、５月末又は６月初には、これらの処理が実行され、債務超過は解消する予定で
す。

３．2021年3月期 決算
①決算のポイント
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※為替：市場平均レート

[単位：億円]

３．2021年3月期 決算
②連結決算要約

19年度

通期

20年度

通期
前年差

2,049 1,375 △ 674

△ 34 △ 185 △ 151

△ 97 △ 232 △ 135

23 △ 453 △ 475

USドル 109円 106円 △3円

ユーロ 121円 124円 +4円

営業利益

経常利益

親会社株式に帰属

する当期純利益

為替

項目

売上高
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３．2021年3月期 決算
③自動車機器セグメント 地域別売上高

売上高 1,348億円 △190億円（前年比△12%）
（内、新型コロナ影響 △231億円）

353 250 

333 
368 

0

200

400

600

800

2019年度

通期

2020年度

通期

257 164 

256 
285 

0

200

400

600

800

2019年度

通期

2020年度

通期

118 83 

80 
82 

0

200

400

2019年度

通期

2020年度

通期

68 51 

72 66 

0

200

400

2019年度

通期

2020年度

通期

日本地区

欧州地区 中国・アジア地区

米州地区

△29%

 地域別売上高

米州

中国

アジア

日本

欧州

 構成

46%

9%

19%

14%

12%

※中国は1月-12月の売上高

[単位：億円]

+11%

513 449
686

618

198 165
140 117

△36%

+11%

△30%

+3%

△25%

△8%
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３．2021年3月期 決算
④営業利益増減分析（前年差異）

FY19 通期
営業利益

価格差
原価
低減

前年度
構造改革
効果

FY20 通期
営業利益
（最終）

改善活動
成果

流通等
影響

為替
物流費
悪化

+36

新型コロナ
影響

規模構成
（3Q以降）

その他

前年 実績 差異

売 上 高 2,049 1,375 △674

営業利益 △34 △185 △151

供給体制ひっ迫に伴う空輸
増加、及び
世界的な物量増加に伴う物
流費の高騰（欧米）

ADR
期末対応

FY20通期
営業利益
（活動）

FY20通期
営業利益
（事業）

（億円）
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３．2021年3月期 決算
⑤連結貸借対照表（前年差異）

現預金

売上債権

棚卸資産

その他

固定資産

資 産 負債・純資産

仕入債務

借入金

その他

純資産818 803
622

137 118 

186 

353 294 
268 

303 
252 

275 

264 

176 
199 

2020/3 2020/9 2021/3

227 
110 

(170)

346 
320 

405 

1,003
999 1,008

300 

214 307 

2020/3 2020/9 2021/3

（64日）

（自己資本▲198）
（－％）

1,876
1,551

1,876

USD:111
EUR:130

（809）
（Net Debt）

（58日）

（56日）

（－％）

USD:109
EUR:120

1,644 （70日）

（739）

（12.1％）

（自己資本208）
（11.1％）

（71日）

（82日）

USD:106
EUR:124

（823）

1,551

1,644

（56日）

（65日）

（76日）

（自己資本96）
（5.8％）

[単位：億円]

（6.7％）



33/39
© 2021 Sanden Holdings Corporation

《目次》
４．今後の展開について

①サンデングループ ビジョン
②サンデングループの競争優位
③Hisenseグループとのシナジー効果
④目指す方向性
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環境と快適が調和する

全ての人々から信頼される企業になる

豊かな社会の実現のために

時代を切り拓き続け

ビジョン

4. 今後の展開について
①サンデングループ ビジョン
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4. 今後の展開について
②サンデングループの競争優位

サンデンの競争力

■成長が期待できる、電動車向けの

「最先端 技術製品」
■電動車の成長市場の、

「中国や欧州でのプレゼンス」
■独立系による、

「幅広い顧客基盤」

世の中の流れ

CO
neutral

2
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4. 今後の展開について
③Hisenseグループとのシナジー効果

電機メーカーグループ

・車載空調
・自動運転
・車両のIOT

・電子情報機器
・家電製品など

➊調達シナジー
➋生産シナジー
❸技術シナジー
❹市場シナジー
❺金融シナジー

自動車メーカーからの高度なＱＣＤ対応

Tier1サプライヤーとしてのプレゼンスを更に高める
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4. 今後の展開について
③Hisenseグループとのシナジー効果

車載エレクトロニクス

＋

CASE

■電子部品・コンポーネント ■電子制御ユニット ■エレクトロニクス情報機器
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2021

ハイブリット車/電気自動車

機械式コンプレッサー

TMS

2023 2025 20302020 [年度]

ガソリン車

統合熱マネジメント

電動コンプレッサー
ヒートポンプシステム

歴史的な大きな転換点
世界をリードする 『成長』

[市場]

車載
エレクトロニクス
領域

4. 今後の展開について
④技術革新で世界をリードする
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